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このたびは、 キタジマスチール棚をお買い上げいただき
まして、 誠にありがとうございます。
この商品は、 組立式です。 組立前に部材明細と、
中の品物が全て揃っているかご確認下さい。
この 「組立説明書」 をよくお読みの上、 正しくお使い下さい

棚板間隔は 25mmピッチで
変更できます。

■ゴムハンマー・木づち■軍手　■組立説明書　
■脚立・台（背の高いラックの場合に便利です）　

■組み立ては、 広い場所や周囲に人がいない等、 安全の確保できる場所で
　行って下さい。
■安全のため、 床に寝かせて組み立てて下さい。
■付属の部品などを無くさないよう注意してください。
■棚板を裏返しにして使用しますと、 強度が半減しますので、 裏返しにしての
　使用は避けてください。
■ボルトナットをはずして使用しないで下さい。 部品が脱落して事故になることが
　 あります。
■棚受、 ビームの爪は必ず正しくセットして下さい。
　 すべての爪が、 確実にセットされていない状態で使用すると棚板が落下し、
　 事故になることがあり危険です。
■製品の孔に指を入れないで下さい。
　 孔に指を入れると、 怪我をする恐れがあります。
■タイプに応じた耐荷重より、 重い物を載せないで下さい。

■転倒防止の為、 棚は 「壁面に接するように」 設置することをお奨めいたします。
■棚を設置する際に、 地震等による転倒に備えて転倒防止の措置を行って下さい。
■建物の壁 ・床・天井などに、 固定用部材などでしっかりと固定して下さい (別売 )
■棚を２台以上並べて設置する場合は、 ボルトなどで棚と棚を連結すると
　安定性が増します。
■棚は、 水平 ・垂直を保つように設置して下さい。 ガタツキのあるまま
　ご使用になりますと、 転倒したり、 転倒によるケガの原因となることがあります。

■耐荷重は、 棚板一段分に付き　
　たわみ量　　5/1000Ｌの範囲内で計算しています。
　耐荷重を超えて使用しないで下さい。
■棚の耐荷重は、 平均静止荷重で表示していますが、 強度は棚の使い方に
　 よって異なりますので目安としてご利用下さい。
■棚の片側だけに荷重がかたよらないように、 お使い下さい。
■棚の安定性が悪くなりますので、 物が棚からはみ出さないように載せて下さい。
■転落の危険がありますので、 不安定なものは載せないで下さい。
■水槽など割れ物や、 危険物は載せないで下さい。 使用する場合は
　 自己責任でお願い致します。
■棚以外の目的で使用しないで下さい。
■棚に乗ったり、 登ったり腰かけたり、 踏み台などに使用しないで下さい。
■組み立て説明書に記載していない改造はしないで下さい。

耐荷重（平均静止荷重）
1段当り MAX
150kg タイプ・・150kg

大人二人で組み立て作業をおこなってください。
ひと通りの手順を確認してから、組み立てをして頂くと
スムーズに作業ができます。

棚板 900×450・・3枚

バーフック・・5個

バー・・1本

支柱・・750mm×2本
支柱・・1500mm×2本

ビーム 900・・2本
( 下段用）

脚ベース・・4個

ボルトナット（トラス）・・12組

中棚受・・4個

ボルトナット（六角）・・2組

中間ビーム 900・・2本
（上段用）
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■先ほど組立てた支柱パネルを垂直に立て支柱の
  前面、 背面下側の穴にビーム（下側用）の
ツメをピッタリとはめ込み、 ハンマーで叩き込みます。

３.下段用ビーム、上段用中間ビームを取付けます。

■前面最上段に中間ビームを取付けます。（上から
　　2 つ目と 3 つ目の穴を使用します。）高さを合わせて
　　背面の中間ビームを取付けます。
■背面上部のビーム取付け穴の下にある丸穴を
　　使用してバーを取付けます。（六角ボルトを使用
　　します。）

上から 2つ目
と 3つ目の穴
を使用します

４.棚板を取付けて、バーにフックをかけて完成です。

■最上段の棚板を中間ビームに乗せます。
   中段と下段の棚板を中棚受に乗せます。
■背面に取付けたバーにバーフックをかけます。六角

ボルト

バー

■上から 3 つの穴を除いたお好みの位置に 2 段目の中棚受を取付けます。
　左右の高さを合わせて下さい。
　（傷や汚れ防止に、 タオル等のあて布をしてください） ■最下段は 1 番下から 4 番目と 5 番目の

　穴に取付けます。
　下から 3 つの穴には取付けません。

■最上段取付け用の為、 使用しないで下さい。
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